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出典・根拠

写真 ウツセミカジカ 写真 トウヨシノボリ

写真 ヒドリガモ
写真 カワセミ

写真 ガマ

写真 ヨシ

図 近江八景位置図
写真出典：滋賀県ＨＰ
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河川整備計画（本文） 出典・根拠

(歴史)

圏域は、都として栄えた京都・奈良に近く、また西国と東国・北国を結ぶ交通
の要衝として古くから歴史の表舞台に登場してきました。陸路は、京都から北陸

方面へ抜ける鯖
さば

街道（国道367号）や西近江路（国道161号）が通り、また、陸

上、湖上交通の結節点としての大津港は重要な港であり最盛期に千艘以上の丸子
まるこ

船
ぶね

が集まるなど、港町、宿場町、城下町として栄えました。このように、大津市

は古都として相応しい歴史的風土を有していることが評価され、平成15年 10月

10日に、全国で10番目となる古都保存法に基づく「古都」に指定されました。

図 湖国の街道と宿場町
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河川整備計画（本文） 出典・根拠

(文化財)

滋賀県は、美しい自然とそれぞれの時代が代表する豊かな歴史文化資産に恵ま
れ、国宝や文化財の数は全国でも有数を誇っています。

圏域内には、数多くの貴重な文化財が存在し、その内訳は、国宝および国指定

の重要文化財が 311 件、県指定の文化財が 55 件となっています。主なものとし

て、建造物では、石山寺本堂（国宝、大津市石山寺1丁目）や、延暦寺
えんりゃくじ

根本
こんぽん

中 堂
ちゅうどう

（国宝、大津市坂本本町）、園城寺
おんじょうじ

金堂
こんどう

（国宝、大津市園城寺町）などがありま

す。また、延暦寺の門前町として栄えた大津市坂本地区は、大津市坂本伝統的建
造物群保存地区（重要伝統的建造物群保存地区）に選定されています。天然記念

物としては、石山寺硅
いしやまでらけい

灰
かい

石
せき

（国指定、大津市石山寺辺町）、比叡山鳥類繁殖地（国

指定、大津市坂本本町）の 2件が指定されています。

また、常世川の橋梁部や坂本地区などには、古くから地域住民との関わりをも
つ石仏が多く残っており、三田川などには生活文化財としての河道内の洗い場も

残っています。

大津市 15 6 6 7 5 4 1 2 3 1 3 53

志賀町 2 2

圏域内合計 15 6 6 7 7 4 1 2 3 55

史跡名勝
天然記念物

重
要
伝
統
的
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造
物
群
保
存
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無
形

史
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名
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名
勝
史
跡
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無
形
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術
品

合
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物
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画

彫
刻

工
芸
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等

考
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料

歴
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資
料
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形

表 県指定（選択・選定）件数一覧 （平成16 年 1月現在）

大津市 44 54 75 17 32 7 3 1 1 12 2 2 3 1 17 271

大津市の国宝 9 3 3 3 17 1 36

志賀町 3 1 4

圏域内合計 56 57 79 20 49 8 3 1 1 12 2 2 3 1 17 311

合

計
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要
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術
品
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史
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歴
史
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絵
画

表 国指定件数一覧 （平成 16年 1月現在）

出典：滋賀県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 淡海の文化財：文化財目録

写真 常世川の橋梁部の石仏（松ヶ枝1号橋上流）
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出典・根拠

写真

延暦寺

木造千手観音立像(重文)

写真

彫刻延暦寺不動明王

二童笠像(重文)
写真 園城寺境内古図(重文)

写真

大津市坂本伝統的

建造物群保存地区

（重伝建）

写真 史跡 穴太廃寺跡

図 文化財 写真位置図

写真 延暦寺根本中堂(国宝)、廻廊(重文)
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河川整備計画（本文） 出典・根拠

(土地利用)

圏域の平成 18年度の土地利用は、森林が約 61.8％、建物・幹線交通用地が約
18.1％、農用地が約 12.3％となっており、森林の占める割合が約6割と大きくな

っています。昭和51年度に比べて、建物・幹線交通用地が約 1.66倍と大きくな

っており、市街化が進んでいます。

図 志賀・大津圏域土地利用図 Ｈ１８

出典：国土交通省 国土計画局 参事官室 GIS ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

図 志賀・大津圏域土地利用図(Ｓ５１)
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河川整備計画（本文） 出典・根拠

(人口)

圏域が位置する大津市※2の平成 22年の人口は約 33.5万人で、県人口の23．9％
にあたります。また世帯数は約13.5万戸（県世帯数の約 25.3％）となっており、

昭和 55年に比べ、30年間で人口は 1.46倍、世帯数は 1.98倍増加しており、全

国的に見ても高い水準の人口増加率を示しています。

※2）大津市

本整備計画中に記載されている大津市とは、平成 18 年の合併後の大津市（旧

大津市と旧志賀町が合併）のことをいいます。

出典：～H17：国勢調査、H22 滋賀県のしおり 2011

図 志賀・大津圏域の人口推移
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河川整備計画（本文） 出典・根拠

(産業)

圏域が位置する大津市の平成 17年の産業別就業者人口は、第 1次産業が約0.2
万人（1.6％）、第 2 次産業が約 3.7 万人(25.2％)、第 3 次産業が約 10.8 万人

(73.2％)であり、第 3次産業の割合が高くなっています。

製造業についてみると、平成 21 年の事業所数（従業員が 4 人以上）が 264 箇
所となっています。

製造品出荷額などについては、年間 2,957億円となっており、業種としては電

子、デバイス製造業が最も多く､次いで生産用機械製造業、プラスチック製造業

となっています。

表 大津市の産業別就業者人口（平成 17年）

出典：平成 17 年国勢調査(H22 滋賀県のしおり 2011)

表 大津市の事業所数・製造品出荷額等（平成 21年）

出典：平成 21 年工業統計調査

旧大津市 2,013 34,832 100,453 137,298

旧志賀町 383 2,296 7,358 10,037

2,396 37,128 107,811 147,335

(1.6) (25.2) (73.2) (100.0)

市町村名

大津市

合計

第２次
産業

第３次
産業

第１次
産業

合計

就業者人口（人）
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河川整備計画（本文） 出典・根拠

(交通)

圏域の交通は、主に湖岸周辺の平地部に集中し、なかでも圏域南部の瀬田川河

畔から逢坂
おうさか

峠にかけては交通の要衝となっており、JR 東海道新幹線、JR 東海道

本線（JR琵琶湖線）、京阪電鉄京津線などの鉄道のほか、中央自動車道西宮線（名

神高速道路）、国道 1 号および国道 1 号バイパス（京滋バイパス）が通っていま
す。また、湖岸に並行して JR 湖西線、京阪電鉄石山坂本線のほか、国道 161 号

バイパス（西大津バイパス・湖西道路・志賀バイパス）、国道 161 号があり、近

畿､東海､北陸をつなぐ重要な路線として、その役割を果たしています。
また、圏域と琵琶湖東岸をつなぐ重要な橋として昭和 39 年に琵琶湖大橋（橋

長 1.40km）が交通の所要時間短縮、観光促進を目的として開通しました。また、

滋賀県の政治・経済・文化の中心地である大津市と、産業経済発展の著しい湖南・

湖東を結ぶ幹線道路である国道 1 号のバイパスとして昭和 49 年に近江大橋（橋
長 1.29km）が開通しました。

図 志賀・大津圏域の交通網
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河川整備計画（本文） 出典・根拠

(農業)

圏域が位置する大津市の農業産出額は、米が約 7割を占めており、次いで野菜
が約 2割、花卉の生産および畜産（乳用・肉用牛、養鶏など）が約1割となって

います。

平成 20年の農用地面積について見ると、水田面積が2,320ha、畑面積が116ha
となっており、近年 10 年間で水田面積が約 0.93 倍、畑面積が約 0.76 倍となっ

ています。

(漁業)

圏域の漁業は、琵琶湖においてはエリと呼ばれる小型定置網を主としてアユ・

ワカサギなどの漁が行われています。また、圏域の位置する大津市では、セタシ
ジミが特産品として有名です。

写真 エリ（小型定置網）

図 大津市の農業産出額

出典：わがマチ・わがムラ-市町村の姿-

図 大津市の水田・畑面積の変遷

出典：滋賀農林水産統計年報

（近畿農政局編集、滋賀農林統計協会発行）
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河川整備計画（本文） 出典・根拠

(その他の産業)

地場産業としては、草木染手組組紐
くさきぞめてぐみくみひも

、膳所焼
ぜ ぜ や き

、大津絵などがあります。
また、圏域内では琵琶湖や山間部の豊かな自然環境や美しい景観を活かし、国

道161号などの湖岸道路や比叡山ドライブウェイなどを用いた観光や比叡山延暦

寺・石山寺をはじめとする歴史的遺産をめぐる観光が盛んです。

出典：滋賀県ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 滋賀県伝統産業


